
は
じ
め
に

第
1

一
次
護
憲
運
動
と
秋
田

一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
）
一
月
、
貴
族
院
を
基
盤
と
し
て
成
立
し

た
消
浦
奎
吾
内
閣
の
支
持
を
め
ぐ
っ
て
立
憲
政
友
会
（
以
下
、
政
友
会
）

は
内
部
分
裂
に
至
り
、
床
次
竹
二
郎
を
中
心
と
す
る
支
持
派
は
脱
党
し

て
政
友
本
党
を
結
成
し
た
。
対
す
る
高
橋
是
清
を
領
袖
と
す
る
不
支
持

派
（
残
留
派
）
の
政
友
会
は
、
憲
政
会
と
革
新
倶
楽
部
と
と
も
に
超
然

内
閣
の
打
倒
を
目
指
し
て
第
二
次
護
憲
運
動
を
引
き
起
こ
し
た
。
消
浦

内
閣
は
直
ち
に
国
民
に
信
を
問
う
と
し
て
衆
議
院
の
解
散
を
断
行
し
、

与
党
の
劣
勢
を
挽
回
す
る
べ
く
選
挙
干
渉
を
開
始
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
五
月
に
実
施
さ
れ
た
第
一
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
談
憲
三
派

の
大
勝
に
終
わ
り
、
第
一
党
に
躍
進
し
た
憲
政
会
総
裁
の
加
藤
高
明
が

護
憲
三
派
内
閣
の
首
班
と
な
っ
た
。
新
総
理
の
選
定
に
元
老
が
大
き
な

影
需
を
及
ぽ
し
た
と
は
言
え
、
こ
の
こ
と
は
民
意
に
基
づ
い
て
政
権
交

代
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
五
・
一
五
事
件
で
犬
養
毅

内
閣
が
崩
壊
す
る
ま
で
の
八
年
間
に
わ
た
っ
て
憲
政
の
常
道
を
現
出
す

る
契
機
に
つ
な
が
っ
た
。

さ
て
、
秋
田
県
政
に
お
い
て
政
友
会
の
分
裂
は
県
会
議
員
以
下
の
地

方
議
員
お
よ
び
地
域
社
会
に
衝
撃
を
与
え
た
が
、
一
九

0
九
年
（
明
治

四
二
）
九
月
の
政
友
会
秋
田
県
支
部
の
結
成
以
来
、
絶
大
な
影
響
力
を

有
し
て
い
た
榊
田
清
兵
衛
（
秋
田
県
第
六
区
選
出
）
の
動
き
に
追
従
す

る
者
が
そ
の
大
半
を
占
め
、
難
な
く
政
友
本
党
支
部
に
鞍
替
え
す
る
こ

と
が
出
来
た
。
一
九
名
を
擁
す
る
こ
と
に
な
っ
た
政
友
本
党
は
県
会
で

第
一
党
に
躍
り
出
た
も
の
の
、
与
党
劣
勢
の
中
で
迎
え
た
総
選
挙
の
結

果
は
憲
政
会
と
四
議
席
ず
つ
を
分
け
合
う
に
止
ま
っ
た
。
開
票
結
果
か

ら
前
回
か
ら
倍
増
し
た
有
権
者
の
多
く
は
護
憲
三
派
の
出
現
を
肯
定
的

伊

藤

寛

崇
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に
捉
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
内
実
は
明
治
期
以
来
の

地
盤
の
形
成
と
継
承
に
は
決
し
て
政
党
と
い
う
枠
組
み
で
捉
え
る
こ
と

の
出
来
な
い
地
域
社
会
の
権
益
や
人
間
関
係
が
深
く
絡
ん
で
お
り
、
こ

う
し
た
こ
と
が
選
挙
結
果
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

(
1
)
 

こ
れ
ま
で
第
二
次
護
憲
運
動
に
つ
い
て
は
「
秋
田
県
史
」
や
「
秋
田

(
2
)
 

県
の
百
年
」
を
通
じ
て
同
時
期
に
絶
頂
期
を
迎
え
た
普
選
運
動
と
と
も

に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
来
た
が
、
こ
れ
ら
の
運
動
が
第
一
五
回
総

選
挙
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
、
選
挙
結
果
の
分
析
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
従
来
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
視

点
で
捉
え
ら
れ
て
来
た
第
二
次
護
憲
運
動
に
つ
い
て
、
秋
田
県
の
事
例

か
ら
検
討
を
加
え
、
憲
政
の
常
道
を
現
出
す
る
に
至
っ
た
こ
の
変
革
が

秋
田
県
政
に
も
た
ら
し
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
。

政
友
会
の
分
裂

中
央
の
動
向
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
秋
田
県
下
の
政
友
会
も
分
裂
の
様

相
を
呈
し
た
が
、
そ
こ
に
は
支
部
の
創
設
期
か
ら
絶
大
な
力
を
持
っ
て

い
た
榊
田
消
兵
衛
の
求
心
力
が
強
く
影
響
し
て
い
た
。
榊
田
の
政
友
会

脱
党
は
県
内
の
政
友
会
員
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
そ
も
そ
も
榊
田

が
床
次
竹
二
郎
に
傾
倒
し
た
の
は
原
敬
が
亡
く
な
っ
て
以
降
の
こ
と
で

(
3
)
 

あ
り
、
床
次
政
権
の
樹
立
に
向
け
て
常
に
行
動
を
と
も
に
し
て
い
た
。

床
次
グ
ル
ー
プ
が
あ
え
て
脱
党
に
踏
み
切
っ
た
の
は
政
友
会
が
清
浦
内

閣
を
支
持
し
な
い
立
場
を
と
っ
た
た
め
で
あ
り
、
榊
田
は
「
特
権
内
閣

に
反
対
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
進
ん
で
言
へ
ば
階
級
を
認
め
な
い
と
い
ふ

こ
と
で
あ
っ
て
こ
れ
は
従
来
政
友
会
が
唱
郡
し
来
っ
た
穏
健
な
る
主
張

(
4
)
 

に
反
す
る
も
の
」
と
し
て
批
判
を
強
め
た
。
さ
ら
に
、
政
友
会
が
護
憲

三
派
の
一
興
を
担
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
「
言
語
道
断
の
次
第

で
あ
っ
て
多
年
の
光
輝
あ
る
歴
史
を
忘
れ
た
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

(
5
)
 

い
」
と
そ
の
姿
勢
を
礼
弾
し
た
。

政
友
会
を
脱
党
し
た
消
浦
内
閣
支
持
派
は
新
党
倶
楽
部
を
経
て
、
一

月
二
十
九

8
に
一
四
九
名
で
政
友
本
党
（
衆
議
院
第
一
党
）
を
結
党
し

た
。
こ
の
動
き
に
同
調
し
て
政
友
会
県
支
部
は
直
ち
に
解
散
し
て
政
友

本
党
県
支
部
に
鞍
替
え
さ
せ
る
方
針
を
決
定
し
た
。
二
月
十
二
日
に
開

か
れ
た
臨
時
総
会
（
約
一
五

0
人
出
席
）
で
は
、
冒
頭
で
長
谷
川
勝
太

郎
支
部
長
か
ら
「
政
友
会
は
去
月
中
旬
分
裂
し
政
友
本
党
と
政
友
会
と

に
分
れ
本
党
側
は
代
議
士
百
五
十
名
を
算
ふ
る
に
至
り
真
に
我
党
の
重

大
事
と
認
む
べ
き
を
以
て
支
部
に
於
て
も
態
度
を
決
す
る
必
要
あ
り
と

考
へ
本
日
の
会
合
を
催
し
た
」
と
趣
旨
説
明
が
あ
っ
た
。
続
く
委
員
会

で
は
一
市
九
郡
か
ら
委
員
を
三
名
ず
つ
選
出
し
て
支
部
解
散
と
財
産
処

分
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
が
、
二
四
対
六
の
賛
成
多
数
で
支
部
解
散

を
決
定
し
、
財
産
の
取
り
扱
い
は
長
谷
川
支
部
長
並
び
に
党
所
属
の
県

(
6
)
 

会
議
員
が
精
算
委
員
と
な
っ
て
そ
の
整
理
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
大
き
な
混
乱
も
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
政
友
本
党
へ
の
移
行
が
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図
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
た
が
、
委
員
会
の
終
了
後
、
政
友
会
に
残
留

を
希
望
す
る
一
部
の
出
席
者
か
ら
の
貼
り
出
し
「
残
党
又
は
現
状
維
持

の
諸
君
は
御
残
り
下
さ
い
」
に
よ
っ
て
会
衆
の
約
半
数
が
残
り
、
直
ち

に
審
議
が
行
わ
れ
た
結
果
、
こ
の
巻
き
返
し
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
消
滅

は
避
け
ら
れ
る
見
通
し
と
な
っ
た
。
県
会
議
員
で
は
た
だ
一
人
、
鈴
木

(
7
)
 

安
孝
（
秋
田
市
選
挙
区
）
の
み
が
留
党
し
た
。
新
た
な
政
友
会
支
部
長

に
は
近
江
谷
栄
次
元
衆
議
院
議
員
を
選
出
し
て
次
の
三
点
の
基
本
方
針

を
申
し
合
わ
せ
た
が
、
多
く
の
政
友
会
員
が
政
友
本
党
入
り
を
希
望
し

て
い
た
た
め
人
材
難
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

決
議
一
、
立
憲
政
友
会
秋
田
支
部
は
現
状
を
維
持
す
る

二
、
高
橋
総
裁
の
声
明
に
従
ひ
憲
政
の
本
義
に
則
り
勇
往
邁
進
す

る
事

三
、
政
憲
革
三
派
の
協
調
を
保
ち
来
る
べ
き
総
選
挙
に
於
て
適
当

の
候
補
者
を
擁
立
し
て
政
府
及
其
与
党
の
排
撃
を
努
む
る
事

さ
て
、
政
友
会
の
分
裂
か
ら
ー
カ
月
余
が
経
過
し
た
三
月
十
八
日
、

政
友
本
党
県
支
部
創
立
大
会
が
本
部
よ
り
床
次
竹
二
郎
、
滝
正
雄
、
鳩

山
一
郎
、
高
野
毅
の
前
衆
議
院
議
員
、
県
選
出
の
榊
田
、
田
中
隆
一
1-‘

成
田
直
一
郎
、
三
浦
権
兵
衛
の
前
衆
議
院
議
員
、
本
党
所
属
の
県
会
議

員
な
ど
一
三

0
0
人
が
出
席
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
冒
頭
で
榊
田

を
座
長
に
推
し
て
議
事
が
進
め
ら
れ
、
支
部
長
に
長
谷
川
勝
太
郎
（
前

政
友
会
支
部
長
）
、
幹
事
長
に
山
本
修
太
郎
、
そ
の
ほ
か
相
談
役
・
常

(
9
)
 

任
幹
事
等
を
選
任
し
、
宣
言
及
び
決
議
を
決
定
し
た
。
決
議
文
の
内
容

は
次
の
通
り
で
あ
る
が
、
袂
を
分
け
た
二
党
が
そ
れ
ぞ
れ
が
与
野
党
の

(10) 

立
場
で
対
決
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

決
議
一
、
吾
人
は
政
友
本
党
の
主
義
に
則
り
政
界
の
革
新
を
期
す

一
、
吾
人
は
名
実
相
伴
は
さ
る
所
謂
護
憲
三
派
を
排
斥
す

一
、
吾
人
は
今
回
の
総
選
挙
に
際
し
県
下
全
区
に
候
補
者
を
擁
立

し
其
の
必
勝
を
期
す

一
、
商
工
業
の
発
達
を
図
り
特
に
農
村
の
振
興
を
期
す

一
、
教
育
の
普
及
を
図
り
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
の
増
額
を
期
す

護
憲
三
派
の
形
成
と
普
選
運
動
の
展
開

護
憲
三
派
の
県
支
部
は
二
月
十
日
に
共
同
し
て
憲
政
擁
談
県
民
大
会

を
開
催
し
た
。
第
一
会
場
の
川
反
演
芸
館
に
は
八

0
0
人
、
第
二
会
場

の
秋
田
倶
楽
部
本
館
に
は
六

0
0
人
が
集
結
し
、
群
衆
の
中
に
は
郡
部

か
ら
わ
ざ
わ
ざ
汽
車
で
駆
け
付
け
た
も
の
の
会
場
に
入
れ
ず
戸
を
叩
く

者
や
一
八
歳
に
な
る
少
年
が
会
場
に
入
ろ
う
と
し
て
警
官
に
追
い
払
わ

れ
る
な
ど
混
乱
の
状
況
を
呈
し
た
。
こ
の
大
会
は
消
浦
内
閣
の
打
倒
を

目
指
し
て
開
か
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
決
議
文
に
は
総
選

挙
を
意
識
し
て
民
衆
の
支
持
を
獲
得
す
る
た
め
に
普
選
の
実
現
を
盛
り

込
ん
均
゜
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決
議
一
、
吾
人
は
国
民
に
基
礎
を
置
か
さ
る
清
浦
内
閣
及
ぴ
之
を
擁
立

す
る
政
党
を
否
認
す

二
、
吾
人
は
普
通
選
挙
即
時
断
行
す

さ
ら
に
、
一
カ
月
後
の
三
月
八
日
に
は
東
京
か
ら
弁
士
と
し
て
古
島

一
雄
（
革
新
倶
楽
部
）
、
粕
谷
義
三
（
政
友
会
）
、
箕
浦
勝
人
（
憲
政

会
）
の
ほ
か
、
本
県
選
出
の
土
田
万
助
貴
族
院
議
員
、
添
田
飛
雄
太

郎
・
斎
藤
宇
一
郎
・
村
山
喜
一
郎
の
前
衆
議
院
議
員
、
三
派
所
属
の
県

会
議
員
等
が
出
席
し
て
秋
田
憲
政
擁
護
大
会
が
開
か
れ
た
。
動
員
数
は

第
一
会
場
の
県
記
念
館
が
約
七

0
0
人
、
第
二
会
場
の
秋
田
劇
場
が
約

一
五

0
0
人
に
達
し
未
曽
有
の
大
盛
況
を
呈
し
た
。
こ
の
大
会
で
は
宣

言
と
決
議
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、
そ
の
実
行
に
つ
い
て
は
護
憲
三

(12) 

派
か
ら
五
名
ず
つ
の
委
員
を
出
し
て
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
注
目

す
べ
き
点
は
決
議
文
を
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
わ
ず
か
ー
カ
月
余

で
普
選
の
条
項
が
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

決
議
一
、
吾
人
は
貴
族
内
閣
を
否
認
し
、
現
内
閣
の
倒
潰
を
期
す

一
、
吾
人
は
現
内
閣
を
擁
護
す
る
政
憲
を
撲
滅
し
、
政
党
内
閣
の

確
立
を
期
す

一
、
吾
人
は
政
、
憲
、
革
三
派
相
提
携
し
て
、
互
譲
協
調
に
努
め
、

其
目
的
を
達
せ
ん
こ
と
を
期
す

第
二
次
護
憲
運
動
に
平
行
し
て
各
党
の
選
挙
対
策
も
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
い
ち
早
く
着
手
し
た
の
は
憲
政
会
で
あ

る
。
二
月
二
十
五
日
に
秋
田
市
の
石
橋
旅
館
で
土
田
貴
族
院
議
員
ら
が

出
席
し
て
支
部
幹
部
会
を
開
き
、
こ
の
時
点
で
は
公
認
候
補
者
を
三
名

擁
立
す
る
方
針
を
確
認
し
、
護
憲
三
派
の
交
渉
は
伊
藤
恭
之
助
支
部
長

に
一
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
三
月
九
日
に
秋
田
市
の
松
華
亭

で
開
催
さ
れ
た
支
部
総
会
で
は
伊
藤
恭
之
助
支
部
長
を
再
任
し
て
宣
言

お
よ
び
決
議
を
満
場
一
致
で
採
択
し
、
総
選
挙
対
策
と
し
て
は
各
市
郡

(14) 

か
ら
三
名
ず
つ
の
鈴
衡
委
員
を
選
定
し
て
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

決
議
（
甲
号
）

一
、
普
通
選
挙
の
速
成
を
期
す
る
こ
と

一
、
宮
中
府
中
の
別
を
明
か
に
し
皇
室
の
尊
厳
を
保
持
し
官
憲
の

乱
用
を
防
止
し
政
治
の
公
正
を
期
す
る
こ
と

一
、
行
政
財
政
の
根
本
的
整
理
を
な
す
こ
と

一
、
貴
族
院
改
革
を
期
す
る
こ
と

一
、
憲
政
の
本
義
に
戻
る
清
浦
内
閣
及
ひ
之
を
擁
護
す
る
偽
党
の

則
滅
を
期
す
る
こ
と

決
議
（
乙
号
）

一
、
県
政
の
刷
新
を
図
り
経
費
の
節
約
を
期
す

一
、
中
等
教
育
機
関
の
完
成
を
図
る
と
共
に
七
年
制
高
等
学
校
の

実
現
を
期
す

一
、
本
県
に
於
け
る
護
憲
三
派
の
協
調
を
図
り
特
権
内
閣
と
与
党

の
絶
滅
を
期
す
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総
会
で
は
再
起
を
期
し
て
準
備
中
の
町
田
忠
治
顧
問
か
ら
発
言
が
あ

り
、
「
三
派
協
調
の
可
能
を
説
き
尚
ほ
今
回
の
総
選
挙
の
結
果
護
憲
一
―
―

派
は
勝
を
占
め
政
友
本
党
は
結
局
百
名
以
下
と
観
測
さ
れ
、
併
し
三
派

連
合
に
て
天
下
を
取
っ
た
暁
は
最
も
多
数
党
派
よ
り
首
相
を
出
す
に
至

ら
ん
」
と
政
党
政
治
の
本
義
と
し
て
総
選
挙
後
は
第
一
党
の
党
首
を
首

班
と
す
る
内
閣
の
形
成
が
好
ま
し
い
と
す
る
見
解
が
示
さ
れ
た
。

さ
て
、
内
部
分
裂
に
よ
っ
て
選
挙
対
策
ま
で
は
な
か
な
か
手
が
回
ら

な
か
っ
た
政
友
会
は
同
じ
く
三
月
九
日
に
秋
田
倶
楽
部
本
館
で
支
部

総
会
を
開
い
た
が
（
四

0
0
人
余
出
席
）
、
開
会
の
挨
拶
で
近
江
谷
支

部
長
は
「
政
友
会
の
歴
史
を
か
た
り
、
「
か
げ
ら
ふ
や
落
武
者
し
め
て

百
五
十
」
と
脱
党
者
の
無
節
操
を
嘲
罵
し
憲
政
の
常
道
を
説
い
て
党
員

を
激
励
」
し
た
も
の
の
人
材
難
が
否
め
ず
、
県
会
議
員
の
中
で
唯
一
で

(15) 

留
党
し
た
鈴
木
安
孝
の
主
禅
で
推
し
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

決
議
一
、
吾
人
は
消
浦
特
権
内
閣
及
之
を
擁
護
す
る
政
党
の
潰
滅
を
期

す
一
、
政
党
内
閣
の
実
現
を
期
す

一
、
政
憲
革
三
派
互
譲
協
調
以
て
其
の
目
的
の
達
成
を
期
す

さ
て
、
前
年
秋
の
県
議
選
で
四
議
席
を
獲
得
し
て
一
気
に
存
在
感
を

増
し
た
革
新
倶
楽
部
は
い
ま
だ
に
県
支
部
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め

活
動
の
主
体
は
木
堂
会
中
心
の
限
定
的
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
こ

の
政
治
変
革
の
時
に
当
た
っ
て
支
部
を
組
織
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
高

ま
り
、
三
月
十
五
日
に
秋
田
市
の
土
地
信
託
会
社
楼
上
で
斎
藤
宇
一
郎
・

添
田
飛
雄
太
郎
前
衆
議
院
議
員
、
中
村
干
代
松
元
衆
議
院
議
員
、
村
田

光
烈
•
阿
部
亀
五
郎
・
村
上
消
治
の
各
県
会
議
員
、
そ
の
他
の
同
志
約

五
0
人
が
出
席
し
て
創
立
大
会
を
開
催
し
た
。
支
部
長
に
は
設
立
準
備

委
員
と
し
て
支
部
の
創
立
に
尽
力
し
た
中
村
を
選
出
し
、
宣
言
と
決
議

(16) 

を
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。

決
議
一
、
普
通
選
挙
の
即
行
を
期
す
る
事

一
、
速
に
理
想
的
政
党
内
閣
を
実
現
せ
し
め
責
任
政
治
の
実
行
を

期
す
る
事

一
、
消
浦
内
閣
を
倒
浪
し
之
を
支
持
す
る
政
党
の
撲
滅
を
期
す
る

事
一
、
政
務
を
簡
明
敏
活
に
し
庶
政
の
刷
新
を
期
す
る
事

一
、
陸
海
軍
大
臣
を
文
官
と
し
府
県
知
事
を
公
選
と
し
其
他
官
公

吏
任
用
を
開
放
的
に
し
人
材
の
登
用
を
自
由
な
ら
し
む
る
事

一
、
地
方
政
治
に
纏
綿
潜
在
せ
る
党
弊
を
根
本
的
に
交
除
し
真
面

目
と
公
平
と
を
期
す
る
事

一
、
選
挙
廓
消
実
行
に
向
て
奮
戦
努
力
す
る
事

一
、
今
回
の
総
選
挙
に
於
て
は
力
め
て
護
憲
三
派
の
協
調
を
期
す

る
事

憲
政
会
と
革
新
倶
楽
部
の
決
議
条
項
に
は
民
衆
の
動
き
を
意
識
し
て

と
も
に
普
選
の
実
現
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
同
時
期
に
裔
揚
し
た
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普
選
運
動
は
秋
田
県
に
限
っ
て
見
て
み
る
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
文

化
人
が
率
先
し
て
牽
引
し
て
い
っ
た
事
実
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
た
、

一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
以
降
は
普
選
に
大
き
な
期
待
を
抱
い
て
多

く
の
労
働
者
が
こ
れ
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
目
的
は
「
普

通
選
挙
運
動
に
一
般
大
衆
が
動
員
さ
れ
て
ゆ
く
状
況
を
み
て
、
こ
の
ま

ま
で
は
保
守
派
の
手
に
彼
ら
の
指
尊
権
が
に
ぎ
ら
れ
て
し
ま
う
と
判

断
、
将
来
の
普
選
実
施
の
日
に
そ
な
え
る
た
め
に
も
そ
の
運
動
の
な
か

(17) 

に
積
極
的
に
は
い
ろ
う
と
考
え
た
」
か
ら
で
あ
る
。
運
動
の
中
心
に
い

た
今
野
賢
三
は
生
存
権
奪
取
の
た
め
の
普
選
運
動
で
あ
る
こ
と
を
強
調

(18) 
し
、
一
般
民
衆
の
受
け
皿
と
し
て
そ
の
存
在
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

と
し
た
が
、
結
果
的
に
総
選
挙
の
争
点
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。

一
月
二
十
七
日
に
秋
田
革
新
同
盟
、
土
崎
青
年
普
選
連
盟
、
秋
田
青

年
記
者
有
志
の
主
催
で
開
か
れ
た
秋
田
普
選
即
行
連
盟
協
議
会
に
は
秋

田
製
板
職
工
組
合
も
加
入
の
意
志
を
示
し
、
「
完
全
な
る
普
通
選
挙
権

の
獲
得
を
期
す
」
こ
と
と
「
普
通
選
挙
権
に
対
す
る
民
衆
の
自
覚
を
促

し
其
の
権
利
の
徹
底
的
行
使
を
期
す
」
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
て
さ
ら
な

る
発
展
を
目
指
そ
う
と
し
た
。
常
任
委
員
に
は
秋
田
革
新
同
盟
か
ら
村

山
金
之
助
（
喜
一
郎
前
衆
議
院
議
員
の
長
男
）
、
加
賀
谷
三
次
郎
、
平

沢
長
吉
、
土
崎
青
年
普
選
連
盟
か
ら
今
野
賢
三
、
近
江
谷
友
治
、
秋
田

青
年
記
者
か
ら
武
塙
祐
吉
、
大
塚
定
彬
を
選
出
し
た
。
但
し
タ
ネ
マ
キ

ス
ト
で
あ
る
今
野
と
近
江
谷
の
役
目
は
あ
く
ま
で
「
社
会
主
義
思
想
の
(19) 

宣
伝
と
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
に
利
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
啓
蒙
す
る
」

一
月
三
十
日
の
衆
議
院
の
解
散
以
降
、
上
述
の
よ
う
に
第
二
次
護
憲

こ
と
で
あ
っ
た
た
め
既
成
政
党
が
こ
の
運
動
に
入
り
込
む
余
地
は
狭
め

ら
れ
て
い
た
。

二
月
十
一
日
に
は
秋
田
市
の
土
地
信
託
会
社
楼
上
で
秋
田
普
選
連
盟

の
発
会
式
と
大
会
が
開
か
れ
、
満
場
の
推
薦
で
熊
井
又
八
郎
を
座
長
に

推
し
て
協
議
入
り
し
、
網
領
・
目
的
・
規
約
の
可
決
お
よ
び
常
任
幹
事

の
選
出
ま
で
は
ス
ム
ー
ズ
に
議
事
進
行
が
可
能
で
あ
っ
た
も
の
の
、
そ

の
後
、
会
員
の
深
浦
宗
寿
か
ら
「
秋
田
普
選
連
盟
は
五
月
の
総
選
挙
に

対
し
て
如
何
な
る
態
度
を
採
る
や
」
と
い
う
質
問
が
あ
り
、
こ
れ
に
対

し
て
今
野
賢
三
は
い
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
と
述
べ
る
に
止
ま
っ
た
こ

と
か
ら
普
選
運
動
の
方
向
性
を
め
ぐ
っ
て
二
派
の
対
立
が
一
気
に
露
呈

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
や
が
て
普
選
即
行
を
主
張
し
て
出
馬
す
る
衆
院

選
の
候
補
者
に
協
力
し
た
い
意
向
の
大
塚
、
平
沢
、
武
塙
の
三
幹
事
か

ら
辞
任
の
申
し
出
が
あ
り
、
再
度
協
議
す
る
こ
と
で
決
着
を
図
ろ
う
と
(20) 

す
る
今
野
等
と
の
間
で
紛
糾
し
つ
い
に
は
脱
会
者
を
出
す
に
至
っ
た
。

こ
う
し
て
衆
院
選
に
影
響
を
及
ぽ
す
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
秋
田
県
下
の
普
選
運
動
は
二
派
の
対
立
か
ら
こ
れ
以
降
は
下
火

と
な
り
、
間
も
な
く
残
留
組
を
中
心
と
し
て
無
産
政
党
の
結
成
に
動
い

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

第
一
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
実
施
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運
動
と
普
選
運
動
が
混
在
す
る
中
で
、
選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

行
っ
た
。
消
浦
内
閣
を
支
持
す
る
与
党
の
政
友
本
党
と
そ
の
打
倒
を
目

指
す
護
憲
三
派
の
対
決
構
図
と
な
っ
た
が
、
候
補
者
の
選
定
過
程
を
見

て
い
く
と
、
ま
ず
政
友
本
党
は
地
域
社
会
の
情
勢
を
最
大
限
に
考
慮
し

て
人
選
が
進
め
ら
れ
た
が
、
県
外
か
ら
の
官
僚
系
の
移
入
候
補
者
の
擁

立
に
当
た
っ
て
は
あ
る
程
度
の
時
間
を
必
要
と
し
た
。

第
一
区
（
秋
田
市
、
定
数
一
名
）

三
月
二
十
一
日
に
田
中
隆
三
前
衆
議
院
議
員
（
秋
田
市
出
身
）
の
政

治
懇
談
会
お
よ
び
推
薦
会
が
開
か
れ
（
来
会
者
約
三

0
0
人
）
、
長
谷

川
支
部
長
を
座
長
に
推
し
て
田
中
を
推
薦
し
た
い
旨
を
諮
っ
た
と
こ
ろ

(21) 

満
場
一
致
で
候
補
者
に
決
定
し
た
。

第
二
区
（
南
秋
田
郡
、
定
数
一
名
）

四
月
二
十
日
に
南
秋
田
郡
衆
議
院
議
員
候
補
者
予
選
会
を
開
き
（
約

二
0
0
人
出
席
）
、
候
補
者
の
鈴
衡
を
一
任
さ
れ
た
座
長
の
刈
田
義
門

前
県
会
議
員
が
「
過
般
米
国
に
あ
っ
て
学
業
を
修
め
後
税
関
長
の
要
職

を
経
て
支
那
政
府
財
政
顧
問
を
さ
れ
た
る
」
黒
沢
礼
吉
（
秋
田
市
出
身
）

を
推
挙
し
た
と
こ
ろ
全
員
異
議
な
く
こ
れ
に
賛
成
し
、
す
ぐ
さ
ま
本
人

(22) 

が
承
諾
の
意
思
を
示
し
た
た
め
黒
沢
の
出
馬
が
決
定
し
た
。

第
三
区
（
山
本
郡
、
定
数
一
名
）

山
本
郡
は
政
友
会
の
重
鎖
で
あ
る
三
浦
駒
蔵
元
県
会
議
員
が
留
党
を

決
定
し
た
た
め
政
友
本
党
へ
の
移
行
が
容
易
に
進
ま
ず
分
裂
選
挙
と

な
っ
た
。
同
郡
の
詮
衡
委
員
会
で
は
当
初
三
浦
権
兵
衛
前
衆
議
院
議
員

を
推
薦
す
る
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
も
の
の
本
人
が
固
持
し
た
た

め
、
次
い
で
橋
本
良
蔵
（
北
秋
田
郡
綴
子
村
出
身
、
高
橋
本
吉
前
衆
議

院
議
員
の
令
息
）
の
擁
立
を
検
討
し
、
三
月
二
十
三
日
に
開
か
れ
た
山

本
郡
政
友
本
党
推
薦
大
会
に
お
い
て
満
場
一
致
で
候
補
者
に
決
定
し

(23) 
こ。t
 
第
四
区
（
鹿
角
郡
・
北
秋
田
郡
、
定
数
一
名
）

三
月
三
日
に
開
か
れ
た
北
秋
鹿
角
地
域
旧
政
友
会
同
志
会
で
は
全
会

一
致
で
政
友
本
党
に
入
党
す
る
こ
と
を
議
決
し
、
候
補
者
に
は
ま
ず
成

田
直
一
郎
前
衆
議
院
議
員
の
擁
立
を
検
討
し
た
も
の
の
本
人
が
こ
れ
に

難
色
を
示
し
た
た
め
、
横
山
助
成
岡
山
県
知
事
（
北
秋
田
郡
大
館
町
出

身
）
を
県
外
か
ら
の
移
入
候
補
者
と
し
て
立
候
補
さ
せ
る
方
針
を
決
定

(24) 

し
た
。
横
山
は
四
月
上
旬
に
支
持
者
に
対
し
て
出
馬
す
る
意
向
を
明
ら

(25) 

か
に
し
、
こ
こ
か
ら
選
挙
戦
に
突
入
し
た
。

第
五
区
（
河
辺
郡
・
由
利
郡
、
定
数
一
名
）

三
月
二
日
の
河
辺
郡
政
友
本
党
幹
部
及
ぴ
有
志
の
協
議
会
、
八
日
の

由
利
郡
政
友
本
党
協
議
会
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
井
出
繁
三
郎
前
鉄
道

(26) 

省
監
督
局
長
（
由
利
郡
本
荘
町
出
身
）
の
推
廊
を
決
定
し
、
同
志
が
一

致
結
束
し
て
井
出
の
当
選
に
万
全
を
期
す
こ
と
に
な
っ
た
。

第
六
区
（
仙
北
郡
、
定
数
一
名
）

仙
北
郡
で
は
四
月
十
日
に
衆
議
院
議
員
候
補
者
予
選
会
を
開
き
、
満

場
一
致
で
榊
田
消
兵
衛
前
衆
議
院
議
員
（
仙
北
郡
大
曲
町
出
身
）
の
推

Q
“
)
 

薦
を
決
定
し
た
。

- 73 -

Akita University



第
七
区
（
平
鹿
郡
・
雄
勝
郡
、
定
数
二
名
）

第
七
区
は
県
内
で
唯
一
の
二
人
区
で
あ
っ
た
た
め
候
補
者
の
擁
立
に

時
間
を
費
や
し
た
が
、
最
終
的
に
県
良
会
長
の
池
田
亀
治
元
衆
議
院
議

員
（
仙
北
郡
刈
和
野
町
出
身
）
を
前
回
の
第
二
区
か
ら
鞍
替
え
出
馬
さ

せ
る
こ
と
を
検
討
し
、
本
人
に
極
力
勧
説
し
た
と
こ
ろ
四
月
半
ば
ま
で

(28) 

に
立
候
補
を
承
諾
し
た
。

対
す
る
設
憲
三
派
は
前
職
あ
る
い
は
元
職
を
優
先
的
に
候
補
者
に
擁

立
し
よ
う
と
し
た
が
、
地
盤
の
関
係
か
ら
辞
退
や
選
挙
区
の
鞍
替
え
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
た
。
新
聞
報
道
を
見
る
限
り
、
三

党
合
同
に
よ
る
予
選
会
な
ど
は
開
か
れ
て
お
ら
ず
、
基
本
的
に
各
選
挙

区
に
お
い
て
三
党
の
う
ち
一
政
党
か
ら
勝
算
の
あ
る
候
補
者
を
立
て
た

場
合
に
は
他
の
二
党
が
そ
れ
に
追
従
す
る
形
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
一

人
区
で
調
整
が
難
航
し
て
乱
立
と
な
っ
た
の
は
第
三
区
の
み
で
あ
る
。

第
一
区
（
秋
田
市
、
定
数
一
名
）

11
政
友
会
候
補
者

三
月
十
六
日
に
秋
田
市
政
友
倶
楽
部
協
議
会
を
開
催
し
（
約
八

0
人

出
席
）
、
鈴
木
安
孝
県
会
議
員
（
秋
田
市
出
身
）
の
擁
立
を
満
場
一
致

(29) 

で
決
定
し
た
。

第
二
区
（
南
秋
田
郡
、
定
数
一
名
）

11
憲
政
会
候
補
者

憲
政
会
は
当
初
の
予
定
通
り
、
村
山
喜
一
郎
前
衆
議
院
議
員
（
南
秋

田
郡
土
崎
港
町
出
身
）
の
擁
立
を
決
定
し
た
。

第
三
区
（
山
本
郡
、
定
数
一
名
）

11
憲
政
会
・
政
友
会
候
補
者

憲
政
会
内
部
で
は
前
回
第
三
区
か
ら
出
馬
し
て
落
選
し
た
町
田
忠
治

を
再
び
擁
立
す
る
か
、
そ
れ
と
も
新
人
の
信
太
俄
右
衛
門
県
会
議
員
（
山

本
郡
金
岡
村
出
身
）
を
立
候
補
さ
せ
る
か
で
そ
の
調
整
に
手
間
取
っ
た

が
、
町
田
を
第
四
区
に
鞍
替
え
さ
せ
る
こ
と
で
信
太
の
出
馬
を
可
能
に

し
た
。
ま
た
、
政
友
会
か
ら
は
中
西
徳
五
郎
元
県
会
議
員
（
山
本
郡
能

代
港
町
出
身
）
が
政
友
本
党
に
移
行
し
た
三
浦
権
兵
衛
前
衆
議
院
議
員
、

(30) 

池
内
広
正
県
会
議
員
に
対
抗
し
て
立
候
補
を
決
意
し
た
。
三
月
八
日
に

開
か
れ
た
山
本
郡
政
友
会
同
志
協
議
会
（
約
八

0
人
出
席
）
で
は
選
考

(31) 

会
で
の
協
議
を
経
て
中
西
を
候
補
者
に
推
薦
し
た
。

第
四
区
（
鹿
角
郡
・
北
秋
田
郡
、
定
数
一
名
）

11
憲
政
会
候
補
者

早
く
か
ら
選
挙
区
内
で
は
前
回
の
総
選
挙
で
落
選
し
た
憲
政
会
の
町

田
忠
治
（
秋
田
市
出
身
）
を
第
四
区
か
ら
鞍
替
え
出
馬
さ
せ
よ
う
と
い

う
気
運
が
形
成
さ
れ
た
が
、
苦
戦
が
予
想
さ
れ
た
町
田
は
年
齢
と
支
持

(32) 

基
盤
に
配
慮
し
て
立
候
補
に
慎
重
な
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

政
友
本
党
の
横
山
に
対
抗
出
来
る
候
補
者
と
し
て
は
知
名
度
で
勝
っ
て

い
る
町
田
し
か
見
当
た
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
三
月
中
旬
以
降
、
推
薦

会
や
詮
衡
委
員
会
を
通
じ
て
熱
心
に
出
馬
を
勧
説
し
、
四
月
七
日
に
秋

田
市
で
開
か
れ
た
秋
田
憲
政
擁
護
実
行
委
員
会
で
の
推
薦
決
定
を
受
け

(33) 

て
よ
う
や
く
立
候
補
を
承
諾
し
た
。

第
五
区
（
河
辺
郡
・
由
利
郡
、
定
数
一
名
）

11
革
新
倶
楽
部
候
補
者

当
初
か
ら
選
挙
区
内
の
有
志
が
中
心
と
な
っ
て
革
新
倶
楽
部
の
斎
藤

宇
一
郎
前
衆
議
院
議
員
（
由
利
郡
平
沢
町
出
身
）
に
出
馬
の
交
渉
を
試

み
た
が
、
三
月
十
日
に
早
々
と
不
出
馬
を
表
明
し
た
た
め
そ
の
後
は
容
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易
に
候
補
者
の
な
り
手
が
見
つ
か
ら
ず
そ
の
選
定
は
難
航
し
た
。
四
月

六
日
に
開
催
さ
れ
た
由
利
郡
護
憲
派
の
候
補
予
選
会
で
は
辛
う
じ
て
政

友
会
の
重
鎖
で
あ
る
渡
辺
文
八
郎
元
県
会
議
員
を
候
補
者
に
推
薦
し
た

も
の
の
、
最
終
的
に
本
人
が
固
持
し
た
た
め
選
定
は
再
び
降
り
出
し
に

(34) 

戻
っ
た
。
深
刻
な
候
補
者
難
に
陥
る
中
で
新
た
な
動
き
と
し
て
佐
々
木

孝
一
郎
県
会
議
員
等
を
中
心
と
し
て
公
正
な
選
挙
を
目
指
す
「
理
想
選

挙
団
」
が
結
成
さ
れ
、
本
人
の
意
志
に
反
し
て
斎
藤
を
候
補
者
に
担
ぎ

(35) 

出
し
て
選
挙
戦
を
開
始
し
た
。

第
六
区
（
仙
北
郡
、
定
数
一
名
）

11
政
友
会
候
補
者

政
友
本
党
の
榊
田
消
兵
衛
に
対
抗
で
き
る
人
物
と
し
て
注
目
が
集

ま
っ
た
の
は
仙
北
郡
に
ゆ
か
り
の
あ
る
小
西
伝
助
で
あ
る
。
小
西
は
政

友
会
本
部
お
よ
ぴ
在
京
の
知
人
と
の
折
衝
を
終
え
て
、
四
月
八
日
に
三

(36) 

宅
雪
嶺
等
の
来
援
を
得
て
正
式
に
立
候
補
を
表
明
し
た
。
な
お
、
こ
の

他
に
中
立
を
標
榜
す
る
富
樫
虎
次
郎
が
出
馬
に
意
欲
を
見
せ
た
が
、
護

憲
派
有
志
の
斡
旋
に
よ
っ
て
四
月
二
十
三
日
に
断
念
の
意
向
を
示
し
た

(37) 

た
め
候
補
者
の
一
本
化
が
達
成
し
た
。

第
七
区
（
平
鹿
郡
・
雄
勝
郡
、
定
数
二
名
）

11
憲
政
会
・
革
新
倶
楽

部
候
補
者

三
月
二
十
五
日
に
開
か
れ
た
雄
平
二
郡
憲
政
会
衆
議
院
議
員
候
補
者

推
薦
会
で
塩
田
団
平
県
会
議
員
（
平
鹿
郡
沼
館
町
出
身
）
の
推
薦
を
決

定
し
た
が
、
、
革
新
倶
楽
部
の
動
向
を
見
極
め
た
上
で
そ
れ
か
ら
二
週

(38) 

間
後
に
立
候
補
を
承
諾
し
た
。
一
方
、
革
新
倶
楽
部
は
当
初
添
田
飛
雄

（表1】第 15回衆院選の立候補者

選挙区 政友本党 護憲三派

第1区 田中隆三 △鈴木安孝（政友会）

第2区 △黒沢礼吉 村山喜一郎（窓政会）

第3区 △橋本良蔵 △△中信西太徳俄五右郎衛門（政友（惑会政）会）

第4区 △横山助成 町田忠治（惑政会）

第5区 △井出繁三郎 斎藤宇一郎（革新倶楽部）

第6区 榊田消兵衛 △小西伝助（政友会）

第7区 池田亀治 △塩最上田団寵平吉 （（憲革政新倶会楽）部）

太
郎
前
衆
議
院
議
員
（
前
回
は
憲
政
会
か
ら
出
馬
）
の
擁
立
を
検
討
し

て
い
た
が
、
同
じ
く
出
馬
予
定
の
最
上
直
吉
前
衆
議
院
議
員
（
平
鹿
郡

角
間
川
町
）
と
の
地
盤
協
定
が
容
易
に
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
出
馬

(39) 

断
念
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
の
後
も
候
補
者
の
調
整
に
時
間
が
か
か
り
、

最
終
的
に
四
月
十
九
日
に
開
か
れ
た
雄
平
二
郡
革
新
倶
楽
部
候
補
者
予

選
会
（
約
三

0
0人
出
席
）
に
お
い
て
よ
う
や
く
最
上
の
出
馬
が
決
定

(40) 

し
た
。こ
う
し
て
第
一
五
回
衆
院
選
に
は
【
表
1
】
の
通
り
、
定
数
八
名
に

対
し
て
一
六
名
が
立
候
補
し
た
（
う
ち
新
人
が
九
名
、
△
で
表
記
）
。
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党
派
別
の
内
訳
は
政
友
本
党
が
七
名
、
憲
政
会
が
四
名
、
政
友
会
が

三
名
、
革
新
倶
楽
部
が
二
名
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
選
挙
運
動
は
県
議
選
と
同
じ
く
言
論
戦
が
主
流
で
あ
っ
た

が
、
与
党
で
あ
る
政
友
本
党
の
劣
勢
が
伝
え
ら
れ
る
と
中
盤
戦
以
降
、

激
戦
区
の
護
憲
三
派
候
補
者
に
対
し
て
官
憲
に
よ
る
選
挙
干
渉
が
行
わ

れ
た
。
特
に
前
回
僅
差
で
落
選
し
た
町
田
派
に
対
し
て
は
町
田
忠
治
招

待
懇
親
会
（
三
月
十
四
日
大
館
町
、
翌
十
五
日
鷹
巣
町
で
開
催
）
に
お

い
て
二
円
以
上
の
料
理
を
提
供
し
た
と
い
う
嫌
疑
が
か
け
ら
れ
、
四
月

二
十
八
日
に
区
裁
判
所
大
館
支
部
の
判
検
事
が
最
高
幹
部
を
検
挙
し
て

秋
田
刑
務
所
大
館
分
所
に
強
制
収
監
し
、
さ
ら
に
同
派
の
運
動
員
・
有

(41) 

権
者
合
わ
せ
て
六
三
人
に
対
し
警
官
を
派
遣
し
て
出
頭
を
命
じ
た
。
露

骨
な
選
挙
干
渉
の
前
に
町
田
は
「
一
時
候
補
を
断
念
せ
ん
と
ま
で
考
え

(42) 

た
が
同
志
に
励
ま
さ
れ
て
孤
軍
奮
闘
を
続
け
」
る
し
か
な
す
術
が
な

か
っ
た
。
五
月
四
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
幹
部
全
員
が
釈
放
さ
れ
た

(43) 
が
、
劣
勢
下
に
あ
っ
た
横
山
の
選
挙
戦
を
有
利
に
推
し
進
め
る
た
め
に

仕
掛
け
た
策
略
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
一
方
、
町
田
と
同
じ

憲
政
会
の
村
山
喜
一
郎
に
対
し
て
は
選
挙
運
動
開
始
前
の
二
月
二
十
四

日
に
秋
田
市
田
中
町
の
松
華
亭
で
県
下
の
日
刊
新
聞
記
者
と
護
憲
運
動

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
こ
と
が
選
挙
違
反
に
当
た
る
と
し
て
、
四

月
十
七
日
か
ら
秋
田
地
方
裁
判
所
検
事
が
取
り
調
べ
を
開
始
し
、
選
挙

戦
中
盤
の
同
月
二
十
二
日
に
村
山
と
八
人
の
新
聞
記
者
を
起
訴
し
た
。

五
月
一
日
に
開
か
れ
た
秋
田
区
裁
判
所
で
の
公
判
で
は
翌
二
日
に
証
拠

四
選
挙
結
果

(45) 

不
十
分
に
よ
り
無
罪
の
判
決
が
下
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
官
憲
に
よ
る
選

挙
干
渉
に
対
し
て
「
秋
田
魁
新
報
j

は
論
評
を
通
じ
て
「
官
憲
の
執
れ

る
行
動
は
、
事
の
真
相
を
的
確
に
捕
捉
し
得
ざ
る
ま
で
も
明
か
に
護
憲

三
派
に
対
す
る
暴
圧
的
干
渉
と
称
す
る
を
妨
げ
な
い
」
と
し
て
徹
底
的

(46) 

に
そ
の
行
為
を
礼
弾
し
た
。
こ
う
し
た
政
府
に
よ
る
与
党
贔
展
の
方
策

は
政
友
本
党
を
さ
ら
に
劣
勢
に
追
い
込
む
一
因
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

第
一
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
五
月
十
五
日
に
実
施
さ
れ
、
当
日

有
権
者
数
は
四
万
四
二
八
六
人
で
、
こ
の
う
ち
四
万
二

0
二
三
人
が
投

票
し
た
。
投
票
率
は
過
去
最
高
の
九
四
・
八
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、

四
年
前
の
前
回
よ
り
三
・
三
四
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
選
挙
結
果
は
【
表

2
】
の
通
り
で
あ
る
が
、
政
友
本
党
、
護
憲
三
派
（
憲
政
会
）
が
と
も

(47) 

に
四
議
席
ず
つ
を
分
け
合
う
形
と
な
っ
た
。
今
回
の
総
選
挙
は
官
憲
に

よ
る
選
挙
干
渉
と
二
つ
の
大
衆
運
動
が
折
り
合
う
中
で
行
わ
れ
た
が
、

有
権
者
の
多
く
は
地
域
社
会
と
の
関
係
を
重
視
し
て
人
物
本
位
で
冷
静

な
判
断
を
下
し
た
。
新
人
三
名
の
当
選
者
の
う
ち
二
名
は
県
会
議
員
出

身
者
、
一
名
は
地
域
の
期
待
を
集
め
て
官
僚
か
ら
鞍
替
え
し
た
人
物
で

あ
り
、
地
域
社
会
と
選
挙
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
如
実
に
示
す

結
果
と
な
っ
た
。
全
国
的
に
は
憲
政
会
が
四
八
議
席
増
の
一
五
一
議
席
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【表2】第15回衆院選投開票結果
1924年（大正 13)5月10日（土） ：投票率94.89% 

【第1区］投累率92. I 3 % 

投累区 有権者数 投累者数 投猥率
◎田中隆ニ 鈴木安孝

その他
（政友本党） （立憲政友会）

秋田市 1.575 1,451 92.13 897 542 6 
合 計 1.575 1.451 92.13 897 542 6 

（第2区】投票率96. 0 2 % 

投票区 有権者数 投漿者数 投累率
〇村山喜一郎 黒沢礼吉

その他
（憲政会） （政友本党）

南秋田郡 4,878 4,684 96.02 2,355 2,311 3 
ムロ 計 4.878 4,684 96.02 2,355 2,311 3 

【第3区）投漿率94 3 0% 

投累区 有権者数 投票者数 投猥率
〇信太儀右脩門 橋本良蔵 中西徳五郎

その他
（憲政会） （政友本党） （立憲政友会）

山本郡 5.285 4.984 94.30 2.009 1.722 894 4 
合 計 5.285 4,984 94.30 2,009 1.722 894 4 

【第4区】投累率94. 3 7% 

投票区 有権者数 投漿者数 投累率
◎町田忠治 横山助成

その他
（憲政会） （政友本党）

鹿角郡 2.249 2,055 91.37 958 1.063 2 
北秋田郡 6.594 6,290 95.39 3.236 2,974 3 
合 計 8.843 8.345 94.37 4.194 4.037 5 

［第5区）投累率95. 5 8 % 

投累区 有権者数 投漿総数 投累率
◎井出繁三郎 斎藤宇一郎

その他
（政友本党） （革新倶楽部）

河辺郡 1,997 1.941 97.20 1,036 899 

゜由利郡 6,875 6,548 95.24 3,275 3242 2 
合 計 8.B82 8,489 95.58 4,311 4,141 2 

【第6区］投票率93.68%

投累区 有権者数 投票者数 投猥率
〇榊田情兵餅 小西伝助

その他
（政友本党） （立憲政友会）

仙北郡 7.121 6,671 93.68 4.682 1.923 11 
合 計 7.121 6.671 93.68 4.682 1.923 11 

［第7区）投票率96. 0 1 % 

投累区 有権者数 投累者数 投漿率
◎塩田団平 ◎池田亀治 最上直吉

その他
（憲政会） （政友本党） （革新倶楽都）

平鹿郡 4,009 3,892 97.08 1,991 1.044 830 6 
雄勝郡 3,693 3,503 94.86 1.277 1.319 886 ， 
合 計 7.702 7,395 96.01 3.268 2,363 l,716 15 
県 計 44.286 42.023 94.89 

＊衆議院項務局編「第 15回衆議院議員総選挙一覧」 (1926年（大正 15)6月、 22頁）およぴ秋田県
公文杏館所蔵「衆議院議員選挙行類J(930103-10167)より作成。
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［表3]第 15回衆院選の得票分析

選挙区 回数 立憲政友会 政友本党 憲政会 （立革憲新国倶民楽党部） その他 有効投累数

第1区 第14回 738累 631累 1.359累
得票率 54.30% 45.70% 100% 
第15回 542累 897累 6票 1.445累
得票率 37.51% 62.08% 0.42% 100% 
増減 -196累 +897累 +6累 +86梨

第2区 第14回 2,272稟 2.219票 4.491累
得猥率 50.59% 49.41 % 100% 
第15回 2,311票 2,355累 3累 4,669菜
得累率 49.50％ 50.44% 100% 
増減 +2,311累 +136累 +178累

第3区 第14回 2,521漿 2,249累 1票 4.771累
得累率 52.84% 47.14% 0.02% 100% 
第15回 894票 1,722票 2,009票 4累 4,629累
得票率 19.31 % 37.21% 43.40% 0.09% 100% 
増減 ふ627累 1.722漿 •240 稟 -3票 -142累

第4区 第14回 4,697累 3,169累 20累 7,886菜
得累率 59.56% 40.19% 0.25% 100% 
第15回 4.037累 4.194猥 5累 8,236票
得累率 49.02% 50.92% 0.06% 100% 
増減 +4.037累 +1.025漿 -15累 +350票

第5区 第14回 3.834累 4,328累 2累 8.164累
得栞率 46.96% 53.01% 0.02% 100% 
第15回 4,311票 4.141栗 2累 8.454累
得累率 50.99% 48.98% 0.02% 100% 
増減 +3,834累 +4.141累 0累 +290票

第6区 第14回 5,631累 212漿 66累 5,909累

得累率 95.30% 3.59% 1.12% 100% 
第15回 1.923票 4,682累 11猥 6,616票

得票率 29.07% 70.77% 0.17% 100% 
増減 -3.708 +4,682累 -55累 +707累

第7区 第14回 l,742累 2.772累 2,523猥 5票 7,042累

得累率 24.74% 39.36% 35.83% 0.07% 100% 
第15回 2,363累 3,268票 1.716累 15累 7,362累
得票率 32.10% 44.39% 23.31% 0.20% 100% 
増減 +2,363累 +496累 -807累 -10累 +320票

※二重野線は政友会から政友本党へ地盤移動が達成されたことを示す。
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を
獲
得
し
て
第
一
党
に
躍
り
出
た
が
、
政
友
本
党
と
政
友
会
の
凋
落
は

著
し
く
両
党
合
わ
せ
て
六
二
議
席
も
減
ら
し
て
し
ま
っ
た
。
衆
議
院
に

お
い
て
六
割
の
議
席
を
占
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
談
憲
三
派
の
大
勝
に

よ
っ
て
、
消
浦
内
閣
の
総
辞
職
は
も
は
や
避
け
ら
れ
な
い
情
勢
と
な
っ

こ。t
 この
衆
院
選
で
は
事
務
簿
冊
お
よ
び
地
元
新
聞
の
選
挙
報
道
に
町
村

別
得
票
数
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
詳
細
を
知
る
こ
と
は
出
来
な
い

が
、
前
回
の
選
挙
結
果
と
比
較
す
る
と
特
徴
的
な
有
権
者
の
投
票
行
動

が
見
え
て
来
る
。
ま
ず
、
【
表
3
】
の
通
り
、
政
友
会
か
ら
政
友
本
党

(48) 

へ
の
地
盤
移
動
、
い
わ
ゆ
る
集
団
投
票
が
達
成
さ
れ
た
の
は
第
二
区
、

第
四
区
、
第
五
区
、
第
七
区
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
与
党
劣
勢
の

状
況
を
払
拭
す
る
に
は
至
ら
ず
、
井
出
繁
三
郎
（
第
五
区
）
と
池
田
亀

治
（
第
七
区
）
の
二
名
の
当
選
に
止
ま
っ
た
。
ま
た
、
【
表
4
】
の
第

六
区
（
仙
北
郡
）
の
開
票
結
果
か
ら
は
榊
田
清
兵
衛
が
前
回
の
得
票
数

か
ら
減
ら
し
た
九
四
九
票
に
、
有
権
者
の
増
加
お
よ
び
投
票
率
の
上
昇

に
よ
っ
て
増
加
し
た
投
票
数
の
合
計
八
五
五
票
を
加
え
る
と
小
西
伝
助

が
獲
得
し
た
総
得
票
数
に
一
―
九
票
差
ま
で
迫
る
こ
と
が
確
認
出
来

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
榊
田
は
政
友
会
か
ら
政
友
本
党
に
鞍
替
え
し
た
も

の
の
地
元
仙
北
郡
に
お
い
て
一
定
の
政
友
会
支
持
者
、
す
な
わ
ち
反
榊

田
派
が
確
か
め
ら
れ
、
鉄
道
敷
設
等
に
よ
っ
て
盤
石
な
地
盤
を
有
し

て
い
た
榊
田
の
求
心
力
に
も
陰
り
が
見
え
始
め
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ

る
。
一
方
の
憲
政
会
は
候
補
者
を
擁
立
し
た
第
二
区
、
第
三
区
、
第
四

区
、
第
七
区
の
う
ち
第
三
区
以
外
で
前
回
得
票
数
を
上
回
っ
て
お
り
、

強
固
な
支
持
基
盤
お
よ
び
浮
動
票
の
受
け
皿
と
し
て
一
定
の
役
割
を
果

た
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
全
国
的
動
向
と
同
じ
く

第
二
次
護
憲
運
動
が
憲
政
会
の
み
に
追
い
風
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
擁
立
し
た
候
補
者
が
全
員
当
選
す
る
原
動
力
と
な
っ
た
。

さ
て
、
地
元
新
聞
は
こ
の
選
挙
結
果
を
ど
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
「
秋
田
魁
新
報
」
は
「
総
選
挙
の
結
果
ー
護
憲

派
の
絶
対
的
勝
利
」
記
事
の
中
で
、
「
従
来
の
選
挙
は
、
政
府
与
党
と

な
れ
ば
、
当
然
負
く
べ
き
戦
ひ
も
勝
つ
て
居
っ
た
の
で
、
今
回
も
ま
た

【表4】秋田県第6区の開票結果

第14回衆院選 (1920年5月10日）

候補者 政党 得累数 i得票率
◎榊田消兵衛 政友会 5.631副 94.43% 
伊藤恭之助 憲政会 212漿I 3.56% 
その他 120票l 2.01% 
第15回衆院選 (19 2 4年5月10日）

候補者 政党 得累数 l得累率
◎榊田消兵衛政友本党 4,682副 70.77% 
小西伝助政友会 1.923副 29.07% 
その他 11累I O.17% 
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昔
を
夢
見
、
与
党
と
な
っ
て
選
挙
を
自
党
に
有
利
に
行
は
ん
と
し
た
に

過
ぎ
な
い
」
と
政
友
本
党
が
進
ん
で
与
党
に
な
り
選
挙
干
渉
を
行
っ
た

こ
と
を
痛
烈
に
批
判
し
た
。
護
憲
一
＿
＿
派
が
圧
倒
的
勝
利
を
収
め
た
以
上

(49) 

は
速
や
か
に
清
浦
内
閣
は
総
退
陣
す
る
べ
き
こ
と
を
説
い
た
。
革
新
倶

楽
部
系
の
「
秋
田
新
聞
」
は
「
理
想
は
破
る
」
の
中
で
、
同
党
の
敗
北

を
認
め
た
上
で
、
「
理
想
選
挙
は
、
今
日
た
ゞ
今
、
破
れ
た
り
と
い
ヘ

ど
も
、
斎
藤
、
最
上
両
氏
が
標
榜
し
た
る
理
想
選
挙
は
、
必
ず
や
、
近

く
わ
が
秋
田
県
下
選
挙
界
に
も
実
現
さ
れ
、
か
つ
奏
功
す
べ
き
の
日
あ

る
こ
と
を
も
信
じ
て
疑
ふ
べ
き
で
は
な
い
。
然
り
と
せ
ば
、
斎
藤
、
最

上
両
氏
今
回
の
理
想
選
挙
は
、
そ
の
促
進
に
至
大
の
貢
献
を
も
た
ら
し
、

実
に
か
、
げ
た
る
政
界
革
新
、
選
挙
界
廓
清
の
た
め
に
、
寄
与
し
た
る

と
こ
ろ
、
決
し
て
炒
少
で
は
な
い
」
と
指
摘
し
て
、
議
席
獲
得
に
は
至

ら
な
か
っ
た
も
の
の
理
想
選
挙
を
完
遂
し
た
革
新
倶
楽
部
の
存
在
意
義

(50) 

を
強
調
し
た
。
一
方
、
唯
一
の
与
党
系
の
『
日
刊
新
秋
田
」
は
連
載
記

事
「
選
挙
の
跡
[
二
ご
の
中
で
ヽ
「
政
戦
の
跡
を
ふ
り
か
へ
つ
て
見
れ

ば
斯
く
ま
で
政
本
派
に
取
っ
て
は
、
今
回
の
選
挙
は
不
利
な
立
場
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
反
対
派
に
、
政
友
、
憲
政
、
革
新
と
三
派
を

相
手
取
っ
て
来
た
の
で
あ
る
か
ら
、
大
勢
の
上
か
ら
す
る
と
、
非
常
な

る
苦
戦
で
あ
っ
た
と
言
は
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
依
然
四

名
の
代
議
士
を
嘉
ち
得
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
政
本
派
は
、
ど
う

見
て
も
、
政
友
分
裂
後
に
於
て
も
、
護
憲
派
に
対
抗
し
て
、
優
る
と
も

劣
る
勢
力
の
も
の
で
な
い
か
」
と
敗
北
の
衝
撃
は
否
め
ず
、
政
権
交
代

与
党
で
あ
る
政
友
本
党
の
敗
北
を
受
け
て
消
浦
首
相
が
辞
表
を
提
出

し
た
の
は
総
選
挙
か
ら
ー
カ
月
が
経
と
う
と
し
た
六
月
七
日
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
間
、
元
老
西
園
寺
公
望
を
中
心
に
後
継
首
相
つ
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
可
能
性
が
模
索
さ
れ
た
が
、
総
選
挙
で
第
一
党
と
な
っ
た
憲
政

会
総
裁
の
加
藤
高
明
を
首
班
指
名
す
る
の
に
多
く
の
時
間
を
必
要
と
は

し
な
か
っ
た
。
二
日
後
の
九

8
に
組
閣
の
大
命
が
加
藤
に
降
下
し
、
総

選
挙
で
共
に
戦
っ
た
政
友
会
と
革
新
倶
楽
部
に
連
立
参
加
を
打
診
し

て
、
十
一
日
に
護
憲
三
派
内
閣
が
発
足
し
た
。
一
方
の
政
友
本
党
は

二
十
四
日
に
臨
時
大
会
を
開
い
て
党
則
を
変
更
し
、
総
裁
制
度
に
改
め

床
次
竹
二
郎
を
推
戴
し
た
。
本
部
役
員
に
は
秋
田
県
出
身
の
田
中
隆
三

(52) 

が
幹
事
長
に
、
同
じ
く
榊
田
清
兵
衛
が
会
計
監
督
に
就
任
し
た
。

秋
田
県
会
で
は
依
然
と
し
て
一
九
名
を
擁
す
る
政
友
本
党
が
第
一
党

の
座
に
あ
っ
た
が
、
間
も
な
く
地
方
長
官
の
移
動
が
行
わ
れ
六
月
十
八

日
付
で
岸
本
正
雄
知
事
（
政
友
会
系
）
は
山
形
県
知
事
に
転
任
と
な
り
、

代
わ
っ
て
広
島
県
内
務
部
長
の
池
田
秀
雄
（
憲
政
会
系
）
が
第
二
六
代

知
事
に
就
任
し
た
。
一
九
二
四
年
度
の
通
常
県
会
は
十
一
月
二
十
九
日

五

を
目
睫
に
控
え
て
、
も
は
や
獲
得
議
席
数
が
護
憲
三
派
と
拮
抗
し
た

こ
と
を
強
調
す
る
以
外
に
な
す
術
が
無
か
っ
た
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ

(51) 
る。

選
挙
後
の
動
向
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に
開
会
し
た
が
、
総
選
挙
後
も
政
友
本
党
と
護
憲
三
派
の
対
立
は
依
然

と
し
て
続
き
、
ま
ず
参
事
会
員
の
選
挙
を
め
ぐ
っ
て
は
出
席
し
た
政
友

本
党
所
属
議
員
一
八
名
の
み
で
選
出
し
た
こ
と
に
対
し
て
山
本
修
太
郎

議
長
に
対
し
て
批
判
が
集
中
し
、
さ
ら
に
「
京
野
（
孝
之
助
）
の
発
言

に
不
穏
の
言
あ
り
と
し
て
鈴
木
（
安
孝
）
よ
り
懲
罰
動
議
が
提
出
さ
れ
、

中
川
（
重
春
）
は
池
内
（
広
正
）
の
参
事
会
に
於
け
る
行
動
に
不
謹
慎

あ
る
を
理
由
と
し
て
懲
罰
動
議
を
提
出
す
る
、
反
対
に
片
野
（
重
脩
）

よ
り
中
川
の
懲
罰
動
議
を
提
出
す
る
と
云
ふ
如
く
、
何
れ
も
協
議
の
結

果
取
消
さ
れ
は
し
た
が
」
議
場
で
は
度
々
混
乱
が
発
生
し
た
。
予
算
案

を
め
ぐ
る
応
酬
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
最
中
の
十
二
月
一
日
、
突
如

と
し
て
池
田
知
事
は
朝
鮮
総
督
府
殖
産
局
長
に
転
任
と
な
り
、
後
任

の
秋
田
県
知
事
に
は
朝
鮮
総
督
府
学
務
局
長
で
後
に
「
細
く
長
く
党
の

(53) 

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
と
渾
名
さ
れ
た
長
野
幹
が
就
任
し
た
。
「
秋
田
県
政
史
j

が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
従
来
よ
り
難
県
あ
る
の
故
」
に
一
年
間

（
引
）

に
二
度
の
知
事
更
迭
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
九
二
四
年
の
前
半
に
発
生
し
た
政
界
再
編
に
よ
っ
て
秋
田
県
会
の

第
一
党
は
政
友
会
か
ら
政
友
本
党
へ
移
行
し
た
。
榊
田
消
兵
衛
の
陣
頭

指
揮
の
下
、
そ
の
構
成
は
ほ
ぽ
変
わ
ら
ず
当
初
は
単
な
る
看
板
の
付
け

替
え
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
次
護
憲
運
動
が
高
揚
し
、

五
月
の
総
選
挙
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
与
党
の
劣
勢
は
も
は
や
回
避
で
き

な
い
も
の
と
な
り
、
政
府
は
大
規
模
な
選
挙
干
渉
に
打
っ
て
出
た
。
選

挙
結
果
は
政
友
本
党
と
護
憲
三
派
が
拮
抗
し
、
国
政
で
は
清
浦
内
閣
が

退
陣
し
て
加
藤
護
憲
＿
―
-
派
内
閣
が
成
立
し
た
。
ま
さ
に
選
挙
に
よ
る
民

意
に
よ
っ
て
政
権
交
代
が
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
県
会
第

一
党
の
政
友
本
党
は
国
政
に
お
い
て
は
野
党
の
立
場
と
な
り
、
憲
政
会

系
知
事
の
下
で
ま
さ
に
「
ね
じ
れ
現
象
」
を
現
出
す
る
に
至
っ
た
。
結

果
と
し
て
第
二
次
護
憲
運
動
の
発
生
は
秋
田
県
政
を
不
安
定
に
尊
く
要

因
に
つ
な
が
っ
た
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

第
二
次
護
憲
運
動
の
発
生
に
対
し
て
消
浦
内
閣
は
す
ぐ
さ
ま
衆
議
院

解
散
で
応
じ
た
が
、
与
党
で
あ
る
政
友
本
党
が
予
想
外
の
劣
勢
下
に
置

か
れ
た
た
め
に
大
規
模
な
選
挙
干
渉
を
断
行
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
秋
田

県
で
激
戦
区
と
な
っ
た
第
二
区
、
第
三
区
、
第
四
区
、
第
七
区
に
お
い

て
は
憲
政
会
候
補
者
が
い
ず
れ
も
当
選
を
果
た
し
て
お
り
、
特
に
第
四

区
と
第
七
区
で
は
従
来
か
ら
の
支
持
基
盤
に
加
え
て
、
無
党
派
層
の
支

持
を
手
堅
く
ま
と
め
あ
げ
た
こ
と
が
勝
因
に
つ
な
が
っ
た
。
そ
の
原
因

は
必
ず
し
も
政
友
会
の
分
裂
に
あ
っ
た
と
は
言
い
切
れ
ず
、
明
治
期
以

来
の
地
盤
の
形
成
と
継
承
に
は
決
し
て
政
党
と
い
う
枠
組
み
で
捉
え
る

こ
と
の
出
来
な
い
地
域
社
会
の
権
益
や
人
間
関
係
が
深
く
絡
ん
で
い
た

た
め
、
ほ
ぼ
人
物
本
位
で
投
票
が
行
わ
れ
た
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
い
か
に
地
方
の
有
力
者
（
名
望
家
）
を
筆
頭
と
す
る
選
挙

人
の
様
相
が
固
定
的
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。

お
わ
り
に
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ま
た
、
同
時
期
に
は
普
選
運
動
も
高
揚
し
た
が
、
政
友
本
党
と
護
憲

三
派
の
対
決
構
図
の
中
で
選
挙
権
を
持
つ
有
産
階
級
の
普
選
に
対
す
る

意
識
は
次
第
に
遠
の
い
て
行
っ
た
。
近
い
将
来
、
普
通
選
挙
法
が
成
立

す
る
だ
ろ
う
と
い
う
大
方
の
予
想
と
期
待
感
か
ら
選
挙
戦
の
大
き
な
争

点
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
も
う
ー
つ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
の
は
、
普
選
運
動
の
人
的
構
成
が
最
終
的
に
無
産
階
級
中
心
と

な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
一
種
の
社
会
主
義
運
動
の
様
相
を
呈
し
た
大
衆

運
動
と
衆
院
選
の
選
挙
運
動
が
分
離
す
る
に
至
っ
た
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
一
九
二
四
年
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
政
党
論
の
立
場

か
ら
見
れ
ば
憲
政
会
の
勢
力
助
長
を
促
し
、
「
憲
政
の
常
道
」
を
現
出

す
る
画
期
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
秋
田
県
政
に
目
を
向
け

る
と
国
政
と
の
い
わ
ゆ
る
「
ね
じ
れ
現
象
」
を
生
み
出
し
、
知
事
と
県

会
の
対
立
を
助
長
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
の
打
開
お
よ

ぴ
普
選
の
実
施
に
基
づ
く
新
有
権
者
へ
の
対
策
と
し
て
、
有
効
的
な
集

票
手
段
の
一
っ
と
し
て
や
が
て
政
友
会
政
権
が
利
益
誘
惑
策
に
打
っ
て

出
る
の
は
当
然
の
流
れ
で
あ
っ
た
。

最
後
に
今
後
の
研
究
課
題
を
示
し
て
お
き
た
い
。
本
稿
で
考
察
し
た

秋
田
県
の
事
例
が
全
国
的
に
見
て
特
異
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
の
か
、
あ
る

い
は
同
様
の
ケ
ー
ス
が
他
県
で
も
見
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
四
七
道
府

県
に
お
け
る
第
二
次
護
憲
運
動
の
動
向
を
分
析
し
て
、
そ
の
分
類
作
業

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
原
敬
を
雖
出
し
た
岩
手
県
で
は
没
し

て
も
な
お
そ
の
影
響
力
が
大
き
く
、
第
二
次
護
憲
運
動
の
発
生
に
際
し

て
も
政
友
会
の
結
束
は
固
く
、
少
数
の
脱
党
者
に
止
ま
っ
た
た
め
分
裂

の
危
機
は
免
れ
た
。
原
の
弔
い
合
戦
と
な
っ
た
第
一
区
（
盛
岡
市
）
で

は
わ
ず
か
四
九
票
差
で
総
裁
で
あ
る
高
橋
是
清
が
初
当
選
を
果
た
し
、

全
県
下
で
五
議
席
を
獲
得
し
た
政
友
会
が
大
勝
し
た
。
加
藤
護
憲
三
派

内
閣
の
下
で
は
政
党
色
の
薄
い
後
藤
祐
明
が
第
―
二
代
岩
手
県
知
事
に

就
任
し
た
こ
と
か
ら
秋
田
県
の
よ
う
に
「
ね
じ
れ
現
象
」
は
発
生
し
て

い
な
い
。

註
(
1
)
秋
田
県
編
「
秋
田
県
史
」
第
六
巻
（
大
正
・
昭
和
編
）
、

年
（
昭
和
四
0
)
三
月
、
二
四
＼
二
六
頁
。

(
2
)
田
口
勝
一
郎
著
「
秋
田
県
の
百
年
」
、
山
川
出
版
社
、
一
六
九
＼
一

七
三
頁
、
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八
）
八
月
。

(
3
)
坂
口
二
郎
編
「
榊
田
消
兵
衛
翁
伝
」
、
一
九
＿
―
-
三
年
（
昭
和
八
）
＋

月
、
四
七
一
＼
四
七
二
頁
。

消
兵
衛
翁
が
床
次
の
為
め
に
、
そ
の
心
身
を
傾
倒
し
て
、
殉

情
を
発
揮
し
た
の
は
、
原
の
死
後
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
断
は
る

ま
で
も
な
い
。
し
か
も
翁
は
、
同
郷
の
某
新
進
か
ら
床
次
の
こ

と
を
聞
く
と
、
痛
烈
に
床
次
を
非
難
し
て
、
容
易
に
相
手
の
推

称
に
同
ぜ
な
か
っ
た
事
実
さ
へ
あ
っ
た
。
勿
論
こ
れ
よ
り
先
き

消
兵
衛
翁
は
、
床
次
と
多
少
の
交
渉
が
あ
り
、
両
者
の
相
識
つ

た
の
は
、
原
内
閣
以
来
、
既
に
久
し
か
っ
た
。

原
内
閣
当
時
、
自
分
は
警
保
局
長
の
職
に
居
た
関
係
上
、
原

一
九
六
五
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さ
ん
の
許
に
繁
く
出
入
し
、
そ
こ
で
屡
ば
榊
田
翁
と
も
対
面
し

た
。
そ
し
て
其
の
後
、
私
は
当
時
の
床
次
竹
二
郎
さ
ん
に
翁
を

引
合
は
し
た
。
床
次
さ
ん
と
榊
田
翁
と
の
深
い
関
係
は
、
そ
こ

か
ら
始
ま
っ
た
の
だ
。
そ
れ
が
後
年
あ
の
通
り
熱
烈
な
床
次
支

持
者
と
為
る
端
緒
で
、
妙
な
因
縁
と
謂
へ
ば
、
全
く
妙
な
因
縁

で
あ
る
。
榊
田
翁
が
よ
く
私
に
向
つ
て
、
自
分
を
床
次
に
付
け

た
の
は
、
川
村
君
、
君
ぢ
や
な
い
か
と
、
言
ひ
言
ひ
し
た
の
は
、

そ
ん
な
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
爾
来
、
世
間
周
知
の

如
く
、
床
次
さ
ん
が
政
友
会
を
出
て
政
友
本
党
に
往
き
、
又
憲

本
解
党
し
て
民
政
党
を
作
り
、
更
に
民
政
党
を
脱
し
て
、
新
党

倶
楽
部
を
作
り
、
遂
に
政
友
会
に
復
婦
す
る
ま
で
、
そ
の
幾
変

遷
、
幾
推
移
の
間
、
榊
田
翁
は
影
の
形
に
添
ふ
や
う
に
床
次
さ

ん
と
終
始
し
、
寸
時
も
床
次
さ
ん
を
離
れ
な
か
っ
た
。
床
次
さ

ん
の
為
め
に
は
、
普
き
支
持
者
で
あ
り
、
参
謀
で
あ
り
、
強
き

（ママ）

闘
士
闘
将
で
も
あ
っ
た
誰
彼
れ
を
問
は
ず
、
一
指
を
も
床
次
さ

ん
に
加
へ
し
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
榊
田
翁
の
一
本

筋
の
政
治
道
程
で
あ
っ
た
（
川
村
竹
治
談
）
。

(
4
)
「
秋
田
新
聞
」
大
正
十
三
年
一
月
二
十
一
日
二
面
。

(
5
)
「
日
刊
新
秋
田
」
大
正
十
三
年
二
月
八
日
二
面
。

(6)
「
日
刊
新
秋
田
」
大
正
十
三
年
二
月
十
三
日
二
面
。

(
7
)
秋
田
市
選
挙
区
選
出
の
市
川
護
幸
は
一
九
二
三
年
（
大
正
―
二
）

十
一
月
二
十
五
日
に
死
去
し
た
た
め
同
年
十
二
月
十
九

8
に
補
欠
選

挙
が
実
施
さ
れ
、
鈴
木
安
孝
（
政
友
会
）
が
一
―
三
六
票
を
獲
得
し

て
県
会
議
員
に
返
り
咲
い
た
。
次
点
の
湊
鶴
吉
（
憲
政
会
）
の
得
票

は
八
二
五
票
に
止
ま
っ
た
。

(8)
「
日
刊
新
秋
田
」
大
正
十
三
年
二
月
十
三
日
二
面
。

(9)
「
秋
田
新
聞
」
大
正
十
三
年
三
月
十
九
日
二
面
。

(10)
政
友
会
の
分
裂
に
よ
り
、
「
日
刊
新
秋
田
」
の
論
調
が
そ
れ
ま
で
の

政
友
会
系
か
ら
政
友
本
党
系
に
変
わ
っ
た
。

(11)
「
秋
田
魁
新
報
j

大
正
十
三
年
二
月
十
一
日
二
面
。
「
秋
田
新
聞
」
大

正
十
三
年
二
月
十
一
日
二
面
。

(12)
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
三
年
一
1

一
月
九
日
二
面
。
「
秋
田
新
聞
」
大
正

十
三
年
三
月
九
日
二
面
。

(13)
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
三
年
二
月
二
十
七
日
二
面
。

(14)
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
三
年
一
1

一
月
十
日
二
面
。

(15)
「
秋
田
魁
新
報
j

大
正
十
三
年
一
1

一
月
十
日
二
面
。

(16)
「
秋
田
新
聞
」
大
正
十
三
年
三
月
十
六
日
二
面
。

(17)
前
掲
註

(
2
)
、
一
七
二
頁
。

(18)
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
三
年
一
月
十
九
日
四
面
、
今
野
賢
一
―
-
「
秋

田
県
青
年
諸
君
ー
普
選
に
就
て
檄
す
ー
」
。

(19)
前
掲
註

(1)
、
二
五
頁
。

(20)
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
三
年
二
月
十
二
日
三
面
・
ニ
月
十
三
日
三
面
。

(21)
「
日
刊
新
秋
田
」
大
正
十
三
年
三
月
二
十
二
日
二
面
。

(22)
「
日
刊
新
秋
田
」
大
正
十
三
年
四
月
二
十
一
日
二
面
。

(23)
「
日
刊
新
秋
田
」
大
正
十
三
年
三
月
二
十
五
日
二
面
。
な
お
、
高
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橋
本
吉
は
前
回
総
選
挙
で
二
五
ニ
ー
票
を
獲
得
し
て
町
田
忠
治

（
ニ
ニ
四
九
票
）
に
接
戦
勝
利
し
た
も
の
の
一
九
―

1
0年
（
大
正
九
）

十
一
月
二
十
六
日
に
急
逝
し
、
翌
年
一
月
十
五
日
に
実
施
さ
れ
た
補

欠
選
挙
で
は
三
浦
権
兵
衛
が
政
友
会
議
席
を
死
守
し
た
。

(24)
「
日
刊
新
秋
田
」
大
正
十
三
年
三
月
五
日
二
面
。

(25)
「
日
刊
新
秋
田
」
大
正
十
三
年
四
月
十
三
日
二
面
。

(26)
「
日
刊
新
秋
田
」
大
正
十
三
年
三
月
四
日
二
面
・
三
月
十
日
二
面
。

(27)
「
日
刊
新
秋
田
」
大
正
十
三
年
四
月
十
一
日
二
面
。

(28)
「
日
刊
新
秋
田
」
大
正
十
三
年
四
月
十
四
日
二
面
。
池
田
は
前
回
の

総
選
挙
で
村
山
喜
一
郎
に
五
三
票
差
で
辛
勝
し
た
も
の
の
一
九
ニ
―

年
（
大
正
一

0
)

一
月
二
十
六
日
に
当
選
無
効
の
判
断
が
下
さ
れ
、

二
月
八
日
付
で
衆
議
院
議
員
を
退
職
し
た
。

(29)
「
日
刊
新
秋
田
」
大
正
十
三
年
三
月
十
七
日
二
面
。

(30)
「
秋
田
新
聞
」
大
正
十
三
年
二
月
二
十
七
日
二
面
。

(31)
「
秋
田
新
聞
」
大
正
十
三
年
三
月
十
日
ー
一
面
。

(
3
2
)町田
忠
治
伝
記
研
究
会
絹
「
町
田
忠
治
—
伝
記
絹
」
、
一
九
九
六
年

（
平
成
八
）
二
月
、
一
七
六
＼
一
七
七
頁
。
町
田
が
立
候
補
に
消
極

的
だ
っ
た
も
う
―
つ
の
理
由
は
憲
政
会
創
立
時
に
国
民
党
か
ら
鞍
替

え
し
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
こ
の
地
域
の
犬
養
支
持
者
に
感
情

的
な
反
発
が
い
ま
だ
に
残
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
（
大
館
市
史
絹
さ

ん
委
員
会
編
「
大
館
市
史
」
第
三
巻
・
下
、
一
九
八
六
年
（
昭
和

六
十
一
）
九
月
、
一
八
頁
）
。

(33)
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
三
年
四
月
九
日
二
面
。

(34)
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
三
年
四
月
七
日
二
面
。

(35)
能
登
谷
幸
夫
著
「
父
と
子
の
世
紀
素
描
／
斎
藤
宇
一
郎
・
憲
一
―
-
」
、

秋
田
魁
新
報
社
、
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
）
二
月
、
一
八
二
頁
。

(36)
「
秋
田
新
聞
」
大
正
十
＿
―
-
年
四
月
八
日
二
面
。

(37)
「
秋
田
新
聞
」
大
正
十
三
年
四
月
二
十
五
日
二
面
。

(38)
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
三
年
四
月
十
一
日
二
面
。

(39)
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
三
年
四
月
四
日
二
面
。

(40)
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
三
年
四
月
二
十
日
二
面
。

(41)
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
＿
―
-
年
四
月
三
十
日
二
面
。
「
秋
田
新
間
」
大

正
十
一
1

一
年
四
月
三
十
日
二
面
。

(42)
松
村
謙
三
著
「
町
田
忠
治
翁
伝
』
、
一
九
五

0
年
（
昭
和
一
＿
五
）
八
月
、

一
七
一
頁
。

(43)
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
一
1

一
年
五
月
五
日
三
面
。

(44)
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
一
1

一
年
四
月
二
十
五
日
五
面
。

(45)
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
三
年
五
月
四
日
五
面
。

(46)
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
三
年
五
月
二
日
二
面
、
論
評
「
露
骨
な
る

選
挙
干
渉
」
。

(47)
第
一
五
回
衆
院
選
で
は
投
票
総
数
四
万
一
四
―
―
票
の
う
ち
無
効
票

が
六
―
二
票
発
生
し
、
こ
の
う
ち
自
書
し
な
い
で
無
効
に
な
っ
た
も

の
が
三
三
二
票
に
上
っ
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
山
本
郡
で
型
を
用
い

て
鉛
筆
ま
た
は
筆
で
被
選
挙
人
名
の
名
前
を
書
い
た
も
の
で
あ
り
、

選
挙
権
を
有
す
る
有
産
階
級
の
中
に
依
然
と
し
て
無
筆
の
者
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-84-

Akita University



そ
の
他
の
内
訳
は
被
選
挙
人
名
以
外
の
人
名
を
書
い
た
も
の
が
六
七

票
、
被
選
挙
権
の
な
い
も
の
に
投
票
し
た
も
の
が
一
―
票
、
何
れ
と

も
判
明
し
な
い
も
の
一
五
四
票
、
被
選
挙
人
名
を
二
人
以
上
密
い
た

も
の
が
六
六
票
に
及
ん
だ
（
「
秋
田
新
聞
」
大
正
十
三
年
五
月
十
五

日
二
面
）
。

(48)
小
栗
勝
也
は
「
大
正
一
三
年
総
選
挙
に
み
る
集
団
的
投
票
行
動
ー
小

選
挙
区
制
下
の
政
界
再
編
と
有
権
者
ー
」
（
日
本
選
挙
学
会
編
「
選

挙
研
究
」
第
―
二
号
、
一
九
九
七
年
（
平
成
九
）
、
一
―

0
ー

ー
ニ
ー
頁
）
で
、
「
有
権
者
の
多
く
は
、
そ
の
時
々
の
政
治
状
況
に

照
ら
し
て
自
ら
の
理
性
で
支
持
政
党
を
判
断
す
る
と
い
っ
た
投
票
行

動
を
し
て
い
た
と
言
う
よ
り
は
、
多
分
に
旧
来
の
行
き
掛
か
り
に
乗

じ
た
行
動
を
続
け
る
こ
と
が
多
」
＜
、
必
ず
し
も
個
人
単
位
で
は
な

く
集
団
主
義
的
に
投
票
が
行
わ
れ
た
た
め
に
敗
北
は
し
た
も
の
の
政

友
本
党
が
第
二
党
に
止
ま
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
指
摘
し
て
い

る。

(49)
「
秋
田
魁
新
報
」
大
正
十
三
年
五
月
十
四
日
二
面
。

(50)
「
秋
田
新
聞
」
大
正
十
ー
1

一
年
五
月
十
六
日
二
面
。

(51)
「
日
刊
新
秋
田
」
大
正
十
三
年
五
月
十
五
日
二
面
。

(52)
麻
生
大
作
編
「
政
友
本
党
誌
」
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
十
二
月
、

六
四
ー
六
五
頁
。

(53)
鵜
姜
幸
雄
「
政
権
交
代
下
の
地
方
官
人
事
ー
戦
前
知
事
は
「
浮
き
草

稼
業
」
だ
っ
た
の
か
ー
」
、
立
命
館
大
学
政
策
科
学
会
継
「
政
策
科
学
」

第
一
八
巻
第
一
号
、
二

0
1
0
年
（
平
成
二
二
年
）
＋
月
、
六
頁
。

(54)
秋
田
県
議
会
秋
田
県
政
史
編
築
委
員
会
組
「
秋
田
県
政
史
』
下
巻
、

一
九
五
六
年
（
昭
和
一
＿
二
）
三
月
、
六
六
三
ー
六
七
一
頁
。

本
稿
は
二

0
一
九
年
九
月
二
十
八
日
に
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
三

号
館
三
四
二
教
室
で
開
催
さ
れ
た
秋
田
大
学
史
学
会
大
会
で
研
究
発
表

し
た
内
容
を
論
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
下
さ
っ
た

先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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